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り大村市政だよ 昭和41年2月20日

陸上自衛隊では、 3月中の実弾

射撃をつぎのとおり行ないます

実施場所=池田射撃場

実施日程=1"'5、11'" 12、
14"'19、22'"缶、 28"'31

(455号)
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圃昭和33年4月22日第三種郵便物認可.毎月3回1日.10日.20日発行.定価1部5円
.発行所大村市役所.編集人総務課長森辰男.印刷所隆文社印刷所

1 
し尿処理場の増設工事が、ほとんどできあがりました。いままでは

1日の処理能力は27キロリットノレ (2万7000人分〉でしたが、 この完

成によって、 2倍の54キロリットノレ (5万4000人分〉の処理が 1日で

できます。し尿の自家処理を考えあわせると、これで大村市の人口

がどんどん増えても、し尿については当分大丈夫といえましょう o

総工費は約4，820万円です。
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日
本
は
こ
ど
も
の
事
故
の
一

多
い
こ
と
で
有
名
だ
そ
う
で
一

す
。
と
く
に
一
才
か
ら
四
才
一

ま
で
の
幼
児
の
け
が
が
多
い
一

と

い

わ

れ

ま

す

。

一

こ
ど
も
の
け
が
は
大
半
、
一

親
の
不
注
意
が
原
因
で
す
。
一

と
く
に
や
け
ど
に
つ
い
て
は
一

こ
れ
が
あ
て
は
ま
り
そ
う
で
一

す
。
や
け
ど
は
命
に
も
か
か
一

わ
り
、
軽
く
て
も
あ
と
が
残
一

り
ま
す
。

'
一

ゆ
た
ん
ぽ
の
湯
が
も
れ
た
一

や
か
ん
を
ひ
つ
く
り
か
え
し
-

た
、
セ
ル
ロ
イ
ド
に
火
が
つ
一

い
た
な
ど
は
冬
の
け
が
の
原
一

因
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。
一

ま
た
、
交
通
事
故
に
も
気
一

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
車
道
と
一

歩
道
の
区
別
の
つ
か
な
い
せ
一

ま
い
道
で
の
一
人
あ
そ
び
は
一

本
当
に
危
険
で
す
。
冬
は
ぼ
一

う
し
な
ど
で
耳
を
お
お
っ
て
一

い
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
自
一

動
車
の
く
る
の
に
気
が
つ
か
一

な
い
こ
と
も
多
い
も
の
で
す
-

H

幼
児
の
け
が
H
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大
村
か
ら
交
通
事
故
を

な
く
す
た

め
に

① 

大
村
中
一
年
出

正

子

口

私
が
小
学
六
年
生
の
こ

と

で
あ
る
。
朝
会
の
時
に
校
長

先
生
か
ら
交
通
事
故
の
話
を

聞
い
た
。
そ
れ
は
一
年
生
の

女
の
子
が
パ
ス
か
ら
降
り
て

パ
ス
の
後
か
ら
道
路
を
横
切

ろ
う
と
し
た
と
き
荷
物
を
い

っ
ぱ
い
積
ん
だ
大
型
の
ト
ラ

ッ
ク

に
は
ね
ら
れ
て
大
け
が

を
し
た
と
い
う
話
で
あ
っ
た

そ
れ
か
ら
三
カ
月
し
て
お

か
あ
さ
ん
に
背
負
わ
れ
学
校

へ
来
た
。

足
が
見
え
な
い
よ

う
に
長
い
着
物
を
着
て
ピ

ョ

シ
ピ

ョ
ン
飛
ん
で
い
る
姿
を

見
て
み
ん
な
驚
い
た
。
あ
と

で
話
を
聞
く
と
、
足
を
切
断

し
た
の
だ
そ
う
だ
。
私
は
そ

の
時
交
通
事
故
の
お
そ
ろ
し

さ
に
身
振
い
し
た
。
こ
の
事

故
を
考
え
て
み
る
と
パ
ス
か

ら
降
り
た
時
は
、
見
通
し
が

き
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
横

切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
。
ま
た
運
転
手
は
止
ま
っ

て
い
る
パ
ス
の
わ
き
を
通
る

と
き
は
徐
行
し
て
ほ
し
い
。

実
地
検
証
の
話
で
は
、
ど
ち

ら
か
が
五
分
の

一
秒
早
か
っ

火のもとに注意しよう
11 11 11 11 11 jl 11 11 11 11 

2日は例年火災のもっとも多い月です。強

い季節風が吹き、空気が乾燥していますので

大火になりやすいのです。

火のもとはだいじようぶでしょうか。タパ

コの火、ゴタツの火、ふろ場の火をもう一度

確かめましょう。プロパシガス、石油コンロ

のせんはLまっていますか。たき火の後始末

を忘れてはいませんか。

お子さんたちの火遊びも火災の大きな原因

になっ ています。

テレ ビも火災のもとになっています。部品

が不良だったのを知らずにいたため、過熱し

て、たまっていたほこりに火がついて火災を

ひき起した例もあります。

アイ ロンをつけっぱなしにして、おとなり

の奥さんとおしゃべりをしていたために火事

になった例もあります。

ーにもこにも火の用心。

2月はいちばん火災の多い月ということを

忘れずに。

もし火災のときは 119番へ忘れずに。

た
ら
こ
ん
な
事
故
は
起
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
っ
と

い
う
聞
に
事
故
が
起
る
と
い

う
が
、
ほ
ん
と
う
に
そ
う
で

あ
る
。

一

交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め

に
市
役
所
前
に
、
最
近
交
通

信
号
機
が
で
き
た
り
横
断
す

る
と
き
、
安
心
し
て
渡
れ
る

よ
う
に
黄
色
の
小
旗
を
置
い

て
あ
る
。
そ
れ
か
ら
交
通
安

全
母
の
会
で
映
画
会
を
し
た

り
、
自
動
車
、
バ
イ
ク
に
乗

る
人
は
講
習
を
受
け
る
よ
う

に
交
通
道
徳
を
守
る
よ
う
に

よ
び
か
け
る
施
設
を
つ
く
っ

て
あ
る
。
私
の
母
校
で
は
、

一一一一一一一一一一一一一一一一

発
明
相
談
所
を
開
設

発
明
協
会
で
は
、
次
に
よ

り
発
明
巡
回
相
談
所
を
開
設

し
、
発
明
、
考
案
、
特
許
、

意
匠
登
録
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

日
時

講場
師所

一
一
月
二
十
六
日

午
前
十
時
よ
り

市
役
所
商
工
課

発
明
協
会
長
崎
県
支

部

トl:

集
団
で
学
校
登
校
し
た
り
、

朝
は
早
く
か
ら
交
通
当
番
が

み
ん
な
を
見
守
っ
て
い
る
。

こ
う
い
う
施
設
を
作
っ
て
も

無
視
し
て

い
る
人
が
い
る
。

私
は
そ
ん
な
人
こ
そ
、

あ
わ

れ
だ
と
思
う
。

歩
道
と
車
道
が
区
別
さ
れ

て
な
い
と
い
う
こ
と
、
信
号

が
つ
い
た
り
、
つ
か
な
か
っ

た
り
で
役
に
立
た
な
い
こ
と

な
ど
が
交
通
安
全
に
と
っ
て

は
施
設
の
不
充
分
な
点
で
は

な
い

h
と
考
え
た
。
(
続
)

I l" 

秘山の海岸堤防ができあがりました。これは大村港海岸保全事業と

して行なわれたもので、長さ511メートノレ、高さ3.5メートノレのもの

です。総工費1，800万円
松山海岸がきれいに完成一 一一l
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今年で大村市も 24才
2月11日、この日は大村市が市制を

施行した日です。今年で、大村市も

24周年を迎え、市はこの日 を祝って

全職員を大会議室に集め、記念の式

を行ない、永年勤続者と、とくに功

労のあった職員、課を表彰しました

「

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

昭
和
四
十
一
年
度
の
固
定
税
標
準
額
に
不
服
の
あ
る
場

資
産
(
土
地
、家
屋
、
償
却

資

合

は

三

月

一
日
か
ら
三
月
三

産
)
の
価
格
と
課
税
標
準
額
十
日
ま
で
の
聞
に
文
書
で
審

(
土
地
の
み
)
を
決
定
し
た
固
査
の
申
し
出
を
す
る
こ
と
が

定
資
産
税
課
税
台
帳
を
つ
ぎ
で
き
ま
す
。

の
と
お
り
、
み
な
さ
ん
の
縦
た
だ
し
基
準
年
度
(
昭
和

覧
に
供
し
ま
す
の
で
、
関
係
三
十
九
年
度
)
の
価
格
並
び

者
は
縦
覧
し
て
く
だ
さ
い
。
に
課
税
標
準
額
を
据
置
い

た

日
時
三
月
一
日
か
ら
三
月
土
地
ま
た
は
家
屋
に
つ
い
て

二
十
二
日
ま
で
(
執
務
時
は
、
昨
年
中
に
地
目
変
換
、

問
中
)

家
屋
の
改
築
ま
た
は
損
壊
、

場
所

市

役

所

課

税

課

そ

の

他

こ

れ

ら

に

類

す

る

特

な
お
固
定
資
産
税
課
税
台

・
別
の
事
情
が
あ
っ
た
場
合
を

帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
と
課
除
い
て
は
審
査
の
申
出
を
す

り(3) 

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一一一一一一一一一一一一

寄
附
と
見
舞
金

本
経
寺
寒
行
団
一

行
は
金

一
封
を
社
会
福
祉
事
業
資
金

に
と
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
三
沢
市
大
火
被
災
者
見
舞

金
と
し
て
三
城
小
学
校
五
年

二
組
生
徒
四
百
七
十
円
、
カ

ネ
ミ
倉
庫
大
村
製
油
工
場
員

一
同
よ
り
千
七
百
九
円
、

大

高
定
時
制
生
徒
会

一
同
と
し

て
六
千
四
百
六
十
六
円
の
寄

託
が
あ
り
ま
し
た
。

ヨ
阿

波

丸

の

遺

族

の

方

を

一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

さ
が
し
て
い
ま
す
一

太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
台

一

湾
沖
で
沈
ん
だ

「
阿
波
丸
」

~

の
遺
族
の
方
々
を
き
が
し
て

一

い
ま
す
。
さ
が
し
て
い
る
の

-

は
、
同
じ
遺
族
の
一
人
、
大

一

阪
府
豊
中
市
盤
池

一
ノ
二
十

-

六
番
地
の
新
井
慶
子
さ
ん
、

-

軍
属
に
徴
用
さ
れ
、
阿
波
丸

一

と
運
命
を
共
に
し
た
ご
主
人

一

の
め
い
福
を
祈
っ
て
、
命
日

-

に
現
地
で
法
要
を
い
と
な
み

-

こ
れ
を
機
会
に
「
遺
族
が
は

一

げ
ま
し
あ
い
ま
し
ょ
う
o
」と

』

全
国
的
に
遺
族
さ
が
し
を
始

一

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

一

心
当
り
の
方
は
市
の
国
民

↑

年
金
課
社
会
係
ま
で
ご
連
絡

一

く
だ
さ
い
。
新
井
さ
ん
は
四

一

月

一
日
の
命
日
に
現
地
供
養

↑

を
し
、
神
戸
市
の
海
の
見
え

一

る
所
に
慰
れ
い
碑
を
立
て
る

一

準
備
も
進
め

て
い
ま
す
。

一一一一一一一一一一

忌
明
に
寄
付

下
久
原
郷
の
松
尾
新
太
郎

さ
ん
は
妻
イ

νさ
ん
の
忌
明

に
金
一
封
を
、
社
会
福
祉
事

業
費
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

2~の;Tんガf
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わが家の標識

わかってるよ/

ょっばらい運転は、

ぜったいしないよ/
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し
お

ら
せ
コ

中
小
企
業
振
興
資
金
の
申
込

中
小
企
業
振
興
資
金
の
申

込
を
つ
、
ぎ
の
要
領
で
受
付
け

ま
す
。

マ
借
入
申
込
者
の
資
格

市
内
に
住
所
と
庖
舗
が
あ

り
原
則
と
し
て
同
一
業
種
を

引
き
続
き
一
年
以
上
経
営
し

て
い
る
中
小
企
業
者
で
、
信

用
保
証
協
会
の
対
象
業
種
と

し
、

一
月
末
納
期
の
市
税
を

完
納
し
て
い
る
者
。

マ
資
金
の
使
途

運
転
資
金
と
し
、
旧
債
返

済
金
の
充
当
は
で
き
な
い
。

マ
限
度
額

共同納税相談
11 11 11 11 11 11 

所得税の確定申告や、 事業税、

市県民税の申告が一度ですまされ

るように、園、県、市が協力して

つぎのとおり、共同納税相談所を

開設します。

ぜひこの機会をご利用ください

五
十
万
円
以
内
、
た
だ
し

本
制
度
に
よ
る
前
固
ま
で
の

貸
付
残
額
と
の
合
計
が
五
十

万
円
を
越
え
な
い
額
と
す
る

マ
融
資
期
間
と
利
率

一
年
以
内
分
割
払
、
利
率

日
歩
二
銭
三
厘
、
保
証
料

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

主
婦
の
生
活
展
開
く

家
庭
を
守
る
婦
人
の
方
々

が
、
日
頃
の
生
活
の
中
か
ら

生
み
だ
し
た
作
品
を
展
示
し

た
り
、
婦
人
会
、
婦
人
学
級

な
ど
に
お

い
て
学
習
し
た
成

大村市役所

開設日時 3月3日--3月12日。

時間 9時30分--16時。

開設場所

一
率
四
厘

一

マ
申
込
所

大
村
商
工
会
議

一

所

一

マ
受

付

期

間

二

月
十
八
日

一

よ
り
二
十
五
日
ま
で
、
た
だ

一

し
融
資
枠
に
達
し
た
場
合
は

一

申
込
を
締
切
り
ま
す
。

一

く
わ
し
い
こ
と
は
商
工
水

一

産
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

一

氏名は、個人の呼び名

として他人と区別する

のに大切なもので、婚姻とか養子縁組、

あるいは離婚とか養子離婚の場合以外に

は、終生その氏名は変わらないことが社

会生活上のたてまえです。氏や名が誰が

みてもおかしいとか、むずかしすぎると

か、同姓同名でまぎらわしいとかいう場

合、また、とくに名については、営業の

ための襲名、神官、僧侶になる場合や、

長年通称を使用している場合などでこれ

を変更することが Hやむを得ない"か、

H正当な理由があるとき "に限って家庭

裁判所に氏名の変更許可を申し立てるこ

とができ ます。 家庭裁判所では、氏名を

変えることによって、ほかの人がとまど

ったり 、犯罪のがれに利用したりして社 !

会生活が混乱することのないようた慎重 !

に考慮して許可をきめています。 | 
一一ーーーー一一一一一一一一ーーーー一一ー」

ナ
果
を
発
表
す
る
「
主
婦
の
生

活
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
お
互
い
の
家
庭
生

活
を
明
る
く
た
の
し
い
も
の

に
し
よ
う
と
い
う
目
的
で
行

な
わ
れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
観
覧
を
希
望
し
て
い
ま

なお、3月16日以降は、事業税
は諌早の県税事務所で、市県民税

は市役所と各出張所で受付けます

期限までに申告 Lないと、J 扶養

控除などの控除が認められなくな

り、納税者のみなさんが不利益に

なり ます。

-巳

d'' 

i
ー

申告期限

所得税=3月15日

事業税=3月22日

市民税=3月22日

~商品初級
日す
時

氏名の変更

一
一
月
二
十
六
日

十
二
時

1
十
六
時

一
一
月
二
十
七
日

九
時

t
十
六
時

会
場

中
央
公
民
館

展
示
内
容
食
生
活
ゴ
!
ナ

く
ら
し
の
環
境
ゴ

l
ナ

趣
味
コ

l
ナ

即
売
品
コ

i
ナ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

原
爆
被
爆
者
健
康
診
断

原
爆
被
爆
者
一
般
健
康
診
・

断
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い

ま
す
。
該
当
す
る
方
は
ぜ
ひ

受
診
し
て
く
だ
さ
い

。

期
日

一
一
月
二
十

一
日

か

ら
三
月
五
日
ま
で

国
立
大
村
病
院

大
村
市
立
病
院

午
前
九
時
か
ら

十
二
時
ま
で
。

当
日
は
被
爆
手
帳
と
、
当

日
の
大
便
を
マ
ッ
チ
箱
に
入

場
所

時
間

-

i

'
片
側
交
通

都
市
ガ
ス
管
埋
設
工
事
の

た
め
つ
ぎ
の
と
お
り
片
側

交
通
と
な
り
ま
す
。

場
所

久
保
製
材
所
前
か

ら
坂
口
方
面
(
三
百
八

十
メ
ー
ト
ル
)

期
間

二
月
二
十

一
日

か

ら
三
月
十
日
ま
で

れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
有

効
期
限
の
す
ぎ
た
手
帳
を
お

持
ち
の
方
は
保
健
所
へ
届
け

て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

婦
人
相
談
室
開
設

県
婦
人
相
談
所
で
は
次
に

よ
り
、
ご
婦
人
の
お
困
り
ご

と
な
ど
、
す
べ
て

の
相
談
を

受
け
る
た
め
つ
ぎ
の

と
お
り

相
談
室
を
設
け
ま
す
。

気
軽

に
お
出
か
け
下
さ
い
。

日
時

二
月
二
十
四
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で

場
所

大
村
市
役
所
第
二
会

議
室

u 


